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９・１０月の生活目標

安全に気を付けて
仲よく活動しよう

短い夏休みも終わり、８月 20 日に２学期が始まりました。
子供たちに夏休みの思い出を聞いてみると、新型コロナウィルスの影響で「近場で家族

で過ごした」という子供が多く、家族で注意していることがうかがえました。

安全に気を付ける

さて、９・ 10 月の生活目標は、「安全に気を付けて 仲よく活動しよう」です。 1 年生
は、学校生活に慣れてきた頃です。学校内での行動範囲も広がるでしょう。4 年生は、「こ
ども安全運転証」をもらい、少しずつ公道を乗っています。運転実技も向上していくでし

ょう。このように、慣れてきたときに今一度「安全に気を付ける」を意識することが大切

だと思います。「この場所で遊んでよいのか」「この道具の遊び方はこれでよいのか」「こ

の交差点では、一度止まって左右確認を必ずしなくてはいけない」等、その時その場所で、

気を付けなければいけないことを感じ取り、危険を予知して回避する力を高める必要があ

ります。子供だけの力で「安全に気を付ける」点を意識できないときは、当然、大人の力

が必要になってくるでしょう。そのときはタイミングを逃がさずに、子供たちに教えてく

ださい。

９月には、地震と津波を想定した避難訓練にも取り組みます。災害は、いつ起こるか分

かりません。ご家庭でも、「どこに逃げるのか、非常用のものはどこにあるのか」等を話

し合ってください。

仲よく活動する

以前は、当たり前にあった上級生を中心とした子供

たちのコミュニティが、現在は失われつつあります。

一人で家の中でゲームをしたり、同じ学年の友達だけ

と遊んだりする姿が多いのではないでしょうか。

いろいろな学年の友達と仲よく活動することはたく

さんのことが学ぶことができ、これからの人生の上で

とても大切なことです。

宮田小学校では、縦割り班での活動がもうすぐ始まる予定です。上級生は上級生らしく

リーダーシップを発揮し、下級生が安心して楽しく生活できるようにサポートする場面が

たくさんあります。下級生はそんな上級生の姿を見て「わたしも○○さんのようになりた

い」と育っていき、よい伝統が継続されていきます。

２学期から少しずつ異学年の友達と関わる活動を行い、思いやりの心を育てていきたい

と思います。




